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冬休みを利用してキューバへ行ってきました。

キューバ－ “The Pearl of the Antilles” (アンティールの真珠) は今なお残る少数の社会主義国家の

一つであり、フロリダ沖からわずか170kmの距離に位置するにもかかわらず様々な政治的経緯からアメリカと公式な国交の途絶えたている国でもあります。そんなキューバには前々から少なからぬ興味がありました。　

“アメリカからの渡航を許されていない国”

その点自分は日本人、なんの支障も無くいける筈です。

いったいどのような所なのだろう？

米国から渡航御法度の国を訪れることが出来るという点にはちいさな魅力を感じていました。

また僕が現在通っているUniversity of Rochesterのあるロチェスター市はＮＹ州の北西にあり、全国でも名だたる豪雪地帯。冬になるとCNN等で近くのバッファロー市の大吹雪きの模様が世界に流されたりします．．．

この極寒の地から見ると南のカリブ海はまさに天国。　

予めインターネットで天気を調べてみても

平均気温は２５度。ああ、キューバはなんて理想的なんでしょう。。。

幸い航空機はロチェスターから直ぐ行けるカナダ・トロント空港発。

さぁ、いざハバナへ！

La Habana

トロントから飛行機で５時間余り　Florida Keys を抜けてすぐ、
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雲の下　アクア色のカリブ海に　

最初の小さな島々が見え始めると

もう飛行機は下降を始めます。

１６世紀から米スペイン領の重要海洋拠点であったLa Havanaは人口２２０万余りのカリブ海最大の都市。

　

予め予約しておいたCasa Particular
－一般宅の一部屋を借ります－から町へ。

波しぶきの上がる防波堤沿いを流れるMalećon通りや

La Habana Vieja  (旧市街) 、そしてハヴァナ大学をスケッチブックを持って歩きまわりました。大きな戦火を免れたこの町は一時代前の町並みが現在に残っています。たとえば２０年代のアメリカンマフィアの屋敷であったかのような豪奢なアパートも、今となってはもうボロボロでしたが、キューバ市民の住居となって現役でした。他にも西半球で最もふるい現役の劇場であるGran Teatro de la Habana（写真）やかつてヘミングウェイが滞在し“For whom the bell tolls”を書いていたHotel Ambos Mundos などこの町ではちょっと昔の時代へ立ち返るような建物にたくさん出会えます。

しかしまたハバナは想像していたよりも大きな大都会でした。２００万人の人口のために郊外ではコンクリートでできた平凡な高層アパートもたくさん建っており、大きな大きな市バスが循環しています。２つ連結されたまるでダンプカーのような大きな車がモクモクと煙をまき多数の人を乗せて走っていました。このような大都市は余り得意でないこともあり早々と離れましたが、特に旧市街La Havana Viejaではまだまだ見るものがあったと思います。

Trinidad
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Havanaと同じくUNESCOの世界文化遺産に登録されているスペイン・植民地時代の面影を色濃く残す人口５万人の中都市。

Trinidadは教会そしてPlaza Mayorを中心に広がっており１８，１９世紀から当時のまま　品高い肌色に統一された建物が町を美しく保たれていました。

教会前のPlaza Mayorは四方のやしの木そして白い柵に囲まれた小さな公園。

毎晩夜になると目前の教会横の段々広場に

即席 ステージとBar が立ち

年末ということもあって

人々は明け方まで思い思いに踊り明かしていました。

生演奏はサルサ、カクテルはMojitos

そして踊る人たちの上手なこと

キューバでは踊る場面に幾度も遭遇しました。

見ていたり　一緒に踊ったり

旅行中Barで、広場で、道端で、
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昼も夜も、そして食事中でも即興に踊りはじめたり．．．

Playa Anćon

リュックにスケッチブックと文庫本、そしてりんごを詰め

Trinidadから自転車で４５分ほど下りカリブの海へ。

しかし海はウニだらけ、することも無く人の居ない砂浜で本を読んでいると日は傾き始め、海から眺める夕焼けは空の様子を刻々と変えていきました。それを眺め、じっと座っているのもとても心地よかったです。

帰り道自転車から写真を撮りました。

Santiago de Cuba 


Trinidad からSantiago de Cuba へ夜行バスで900km。

国内の長距離バスには２種類あり、もっぱら海外からの旅行者用のVIAZULと一般のASTROがあります。VIAZULは運賃も数倍、そしてドル支払いです。一般の公務員がペソ払いで実質１０ドル余りの給料を稼ぐことを考慮すると見事にVIAZULは海外旅行者専用のバスとなっています。

余談ですが　キューバでは米ドルとキューバ・ペソが共に有効・流通しています。しかしこれが思わない弊害を招いているようです。先ほど述べたように社会主義の下、公務員（つまり社会主義国家キューバでは大多数の労働人口）は１０ドル相当のペソ給料を稼ぎ、社会保護が行き届いたキューバではそれで普通の暮らしを営めるようになっています。しかしながら旅行者の増加とそれに伴うドルの流通は社会にひずみをもたらしつつあるように感じました。旅行者が気軽にばら撒く１ドル紙幣、そしてそれを請う乞食が稼ぐ１ドルが医者を含むまじめな公務員が稼ぐ月収の1/10 に相当してしまうような矛盾が生じてます。都市部ではドル目当てに旅行者にまとわりつくJineterosと呼ばれるものたちが稼いだドルをせっせと１ドルをキューバ・ペソへ交換しているのをよく目にしました。この状態が続くとこの国の国家政策と相容れない経済上の不平等を生みかねません。
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さて、キューバの東端に位置する国内第２の都市Santiago de Cubaですが、ここはキューバ革命の狼煙が上がった町でもあり、またSalsa の前身であるSonの発祥の地であるなど文化の中心でもあります。

Son等の音楽は写真の中にあるように普通の家の軒先から流れることもあれば、どの町にもあるCasa de  la Trovaと呼ばれる略式の社交場で聞けました。またSantiago de Cubaの歴史を遡ればメキシコを征服したコルテスHernan Cortesが初代市長を務めた町でもあります。

ここでも２０ｋｍ余り離れた海水浴場Maya Verdeまで自転車をこぎました。自転車で走るととキューバはカリブの島国ながらその内陸は山そして起伏の多い島であるのに気づきます。牧場で放し飼いにされた牛の群れをみながら汗をかきかき海まで向かいました。

最後に外を歩いて感じたことですが、Santiago de CubaやHabana等の都会ではアジア人ということで必要以上に注目を浴びました。これは以前ペルーへ行ったときも一緒でしたが、黒髪モンゴロイドのアジア人を見ると決まってChinoと呼び止められます。

あからさまに侮蔑したような調子で言われることもあれば、泊っていた家の穏やかなおばあちゃんにそう呼ばれることありました。そのような時、からかって言ってるのか、そうではないのか判らないのでどう反応してよいのか戸惑います。
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中国人と呼ばれるのが嫌なわけではないのに不思議なもので、やはり不快に感じてしまいます。やはり単純に呼びかけに何人であれ“～～人”と一括りに呼ばれて快い気持ちはしませんね。

今回旅行中僕のスペイン語では言葉もあまり通じなく大変なこともありましたが、キューバを広く回ることができました。

また旅行中、個人宅を泊まり歩いたため、

彼らとかなり親しく接する事が出来ました。

Socialismを採用しているキューバを気をつけて観察すると、資本主義下での生活と違う点を発見できるのでしょうが、旅行者として歩いただけでは特に不便を感じることはありませんでした。むしろキューバのように教育・といった医療社会保障が行き届き、また気候と砂糖などの資源に恵まれ、歌と踊りを愛する国民性には物質的にはつつましいながらもそこで営まれる生活の豊かさを感じました。

以上旅行中付けていたスケッチブックや撮った写真を元に帰国後書きました。

�米国は米国民に渡航を許していませんが、実際キューバの入国管理はアメリカ国籍の旅行者を拒んではいません。欧州からの旅行者より比較的少数ながらも米国籍旅行もいました。


�個人宿のような自営業は1993年から市民に許されており、ドル収入（食事込みで一泊10＄～25＄）が期待できるため魅力ある商売となっています。しかしながら収入の如何にかかわらず国から高額課税を課されるため集客には必死なようです。またキューバでは個人旅行者は予め入国の際、最初の宿泊先の記入を求められます。


� Mojitos-Rum酒にライム、砂糖そしてミントの葉を加えたカクテル





